
びばいテレワーク拠点創出プロジェクト
～働く人、地域資源、地域特性を活かした新しい"しごと"のかたち「B-Satelliter」～

提案者
美唄市、ポートヘフナー（株）、（株）コミクリ、（株）美唄未来開発センター、

（株）美唄ハイテクセンター、北海道情報大学

モデル類型 類型Ａ及び類型Ｄ 事業費
５５，１５０千円
（うち、補助申請額４０，０００千円）

実施地域 北海道美唄市 移動人数 ２人（長期派遣1名、移住1名）

事業概要

都市部からの仕事の流れを創出して、時間や場所にとらわれない柔軟な働き方の提供やテレ
ワーク拠点を整備することで、ワーク・ライフ・バランスの向上を図り地域の活性化に繋げます。

さらに、女性や障がい者などに配慮した多様な仕事を確保し、子育て環境や居住環境が充実し
た美唄（地方都市）への人の移動を促進するほか、地域資源の活用や他地域との広域連携など
により、持続可能なテレワークの仕組みを構築するとともに、コンソーシアムを構成する産学官
のそれぞれの強みを活かし、都市部から「人」と「しごと」を美唄市に還流させて、全国の地方創
生を牽引する先駆的なモデルとなる「ふるさとテレワーク」を実現します。

事業概要図

都市部の「ひと」
・女性等の就労促進等

都市部の「しごと」
・IT関連業務受注
・本社機能の一部移転等

（テレワーク支援）
㈱コミュニティ・クリエイション

美しき唄のまち

美唄市

【Ｈ２８年度】
○立上支援者1名（長期派遣）
○移住テレワーカー1名（移住）
○美唄採用テレワーカー1名（雇用）
○美唄採用テレワーカー5名（登録）

テレワーク拠点
B-Satelｌiter(仮称)
運営：ポートへフナー㈱

都市部から

美唄市
行政の仕事

地元支援機関
（テレワークサポート支援）
㈱美唄未来開発センター
㈱美唄ハイテクセンター
北海道情報大学

他自治体との
ワーキング
ネットワーク

【美唄市】
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